
花壇の水遣り
これがけっこう大変

この大変な作業を毎日続けてくれて
いたのが、６年生の齊藤璃玖さんです。
とにかく時間がかかります。普通にか

けても、表面が濡れているだけで、中
まで水が染みていません。もう一つは、

水遣り後のホース巻きです。リールに
巻き取る作業が、力と忍耐が必要です。
大人の私も四苦八苦しました。璃玖さ
んの頑張りには脱帽です。
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学校教育目標 ゆめにむかって えがおいっぱい みんなでチャレンジ

＜一つ屋根の下で＞

５年生、思い出いっぱい「宿泊体験」
天気が心配された５年生の宿泊体験学習ですが、強運ぞろいの

ようで、外での活動の時はいつも晴れてくれました。カヌーも釣
りも、いい条件の下、いっぱい楽しんできました。どちらもほと
んどのお子さんが初めての体験。自然の中にどっぷりつかり、そ
の醍醐味を十分に味わうことができました。出発前、「みんなと一

緒だから、全部楽しみ」と話していた子どもたちです。仲間とと
もに、思い出いっぱい大満足の学習ができたようです。

４年算数科研究授業がありました
月曜日、教育事務所の小田長早苗指導主事を迎え、
４年生で算数の授業研究会がありました。単元は「角

の大きさ」で、１８０度より大きい角を求める方法
を考え、説明する学習でした。使っている分度器は
１８０度までのものですから、ちょっとした工夫が

必要です。子どもたちは、今まで学習したことをも

とに見通しを立て、解決の方法を見つけていました。

下の写真は、自分が見つけた方法をお隣りさんどう
しで紹介して
いる様子です。

自分の考えを
文や図で表し
たり、誰かに
伝えたりする
学習がとても

重視されてい
ます。自分な
りの考えをもつことに前向きになりますし、その考

えを明確にすることができるからです。全員で学習

するときよりも、気軽にやり取りができるというメ
リットも大きいと思います。



＜毎日のお世話がうれしいね＞
１年生は「アサガオ」、２年生は「トマト」と、

５月中旬に蒔いた種が芽を出し、目を見張るような
成長です。毎日のお世話ができているからでしょう。
この日は、観察記録をしている２年生を見かけま

した。絵で表すことはなかなか難しいけれど、自分

たちのトマトだ
からこそ、がん

ばって描くこと
ができます。
一方、１年生

のアサガオは、

大きな葉を広げています。ちょうど同じ日、鉢に支柱を立
てる作業を行っていました。きっと大きな花を咲かせてく
れるでしょう。

校長室の窓の下には、今年もアサガオを育て

ています。１年生が自分
のアサガオの間引きをし
た際にいただいた８本です。こちらは、

１年生の半分くらいの大きさです。（同
じアサガオなのに） やはり、注ぐ愛

情の大きさの違いでしょうか。
１年生のアサガオ 校長室下のアサガオ


